
分野 テーマ 現状・課題 分野別の将来像 

将来像実現のために必要な取り組み 

既存の取り組み 

（一部抜粋） 
新たに考えられる取り組み 

（語ろう会で出された意見の一部抜粋） 

生
活
環
境 

・空き家 

・住環境 

・鳥獣被害 

・防犯・防災 

・空き家が増えて街中が寂しくなり、地域間の交流がなくなった 

・空き家が増え十分に管理されておらず、台風被害と防犯が心配だ 

・生活環境（道路・外灯など）にも危険場所がある 

・イノシシが増え、畑を荒らされたり、土砂が崩れたりして困っている→女性の

力では難しい(男手が必要) 

・イノシシが増え、夜道を歩くのも心配 

・買い物など、コミュニティバスの運行時間がニーズに合っていないため、利

用者が少ない 

・公の避難所の充実 

・動物、ペットと避難したい 

ひとりでも住みやすい 

安心なまち 

・行政へ情報提供 

・防災訓練 

・通学路の見守り活動(子どもを守

るネットワーク) 

・イノシシ駆除ボランティア活動 

・行政に情報提供するなど、空き家対策に協力する 

・日頃から危険箇所を見つけたら自治会長に報告する 

・自治会やボランティア組織などを構築し、地域でイノシシ対策を行う 

・まずは行政のできること、方針など説明を求める(自分たちでできることはその後に見えて

くる、行政の考えが地域に伝わらない) 

・乗合タクシー等を含めた仕組みを検討する 

・運行時間の見直しを要望する 

・ふれあい新港も避難所に活用する 

産
業 

・漁業 

・観光 

・企業 

・飲食 

・産業が少ないので仕事が減り、人口が減少している 

・魚が減り、仕事が少なくなっている 

・三菱の撤退で関連企業が少なくなっている 

・漁業一本では生活が苦しい 

・路線バスの本数が少なくなり、観光客が減っている 

・野母地区の美しい自然や景観等の観光資源を、活かしきれていない 

・祭りが少ない 

観光・産業が盛んになって 

       人が増えるまち 

・飲食店は豊富 

・温泉施設 

・恐竜パーク(博物館、こども広場) 

・空き家の現状把握 

・空き家を住居として利用し、漁業をやりたい人を募集し、漁業従事者を増やす 

・魚の販売情報をPRする 

・飲食店のマップをつくる 

・観光バスの誘致を要望する 

・恐竜パークの楽しい看板を立てる 

・観光まち歩きを開催する 

・TV、映画を誘致できる環境をつくる 

・四季折々の花祭りを開催する 

地
域
交
流 

・伝統文化 

・行事 

・担い手 

・交流 

・人手不足、特に若手の力が不足し、後継者が少ないため、」地域行事を続

けることが困難になっている 

・地域事業や祭り自体を知らない人が多い 

・学校が統合され、学校との連携が薄れてきている 

・人づきあいがうすくなっているので、地域内の交流も少なくなっている 

・参加するきっかっけがない 

・人付き合いが面倒な人が来なくなる。最初が来づらい 

・各団体の活動資金が不足し、継続していくことが困難となっている 

・運動会、盆踊りがなくなり、地域交流の場がなくなっている 

・野母の祭りや行事を好きに

なって自分たちで受けつい

でいく伝統のまち 

・老人が輝く町・子どもの声が

響くまち 

・学校へは、チラシなどの配布をし

ている 

・グランドゴルフ大会 

・今まで参加していない人を誘う 

・仲のいい人に声をかけてもらう 

・地域事業や祭りに参加してもらうきっかけをつくり、声かけを行う 

・学校で地域事業や祭りの体験をする 

・地域の人の世代間交流の場を増やす  

・縦のつきあい、横のつきあいを大切にしていく 

・公民館講座、学校行事、敬老会などで、伝統行事等を紹介し知ってもらう機会をつくる 

・テレビ、マスコミに取材にきてもらうようＰＲを強化する 

・地域コミュニティ協議会の活動の一環としての活動をする 

・みんなで楽しめる運動会を開催する 

・野母崎地区全体で楽しめる行事を開催する 

・地域応援団をつくる 

・料理教室等を開き、交流の場をつくる 

福
祉 

・子育て 

・高齢者 

・子どものあそび場がなくなり、安心して子育てできる環境でない 

・身近に使える公園が要る 

・安全に遊ぶ場がない、遊ぶ子供が少ない 

・高齢者の見守り支援体制ができているか心配だ 

野母地区 みんなで 

支えあうまちづくり 

・公民館・文化センターの遊びス

ペースの活用 

・民生委員の友愛訪問 

・ガーデン野母 

・高齢者ふれあいサロン 

・老人会、婦人会 

・自治会で声かけ 

・既存の公園等を活用し、子どもが気軽に遊びに行ける場をつくる 

・みんなが参加できる教室等を実施する 

・地域の実態、ニーズを把握し、ボランティア、自治会、PTA、消防団などで連携して地域

を見守る体制をつくる 


